
献血ルームで「博多なす」配布（福岡県本部）

秋田県内の小学5年生へ補助教材を
贈呈（秋田県本部）

「モ～一杯」牛乳飲んで、
富山の酪農を応援（富山県本部）

「がんばろう！ちば JAマルシェ」を開催
（千葉県本部）

「耳にもおいしいラジオ supported by 
ＪＡ全農」配信開始
（広報・調査部）

プロフェッショナルを追う（７）
本所耕種資材部農業機械課
戎谷啓さん
（広報・調査部）

NIPPON PREMIUM×ニッポンエール
「八丈フルーツレモン」新発売
（営業開発部）

優勝選手に三重県産コシヒカリを贈呈（三重県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　 JA尾鈴　ネットショップ

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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飛騨牛繁殖研修センターから初の卒業生
繁殖農家としての第一歩を踏み出す

4
面

（岐阜県本部）

3

5

2年間の研修を終え、繁殖農家としての第一歩を踏み出す３人（４面）

石川県の新品種米「ひゃくまん穀」を使ったおにぎり
を販売（6-7面）

献血ルームで「博多なす」配布（２面）

Web
限定

情熱価格×ニッポンエール
フルーツバウムクーヘン発売開始（営業開発部）

ゴディバ×JA全農 第2弾の発売について
（営業開発部）

6 7面

全
農
グ
ル
ー
プ
会
社
探
訪

　
　
　株
式
会
社
米
心
石
川（
広
報･

調
査
部
）

4

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから



News!

News!

献血ルームで「博多なす」配布

秋田県内の小学 5 年生へ補助教材を贈呈

ＪＡ全農ふくれんなす部会がナスをPR

教職員の要望を反映した下敷きとパンフレット

福岡県本部

秋田県本部

　
福
岡
県
本
部
が
事
務
局
を
務
め
る
J
A
全
農
ふ
く
れ
ん
な
す
部
会

で
は
、毎
月
17
日
の「
国
産
な
す
消
費
拡
大
の
日（
日
本
記
念
日
協
会

認
定
）」に
あ
わ
せ
て
、3
月
17
日
に
福
岡
市
内
3
カ
所
の
献
血
ル
ー
ム

で
献
血
さ
れ
た
方
に「
博
多
な
す（
2
本
袋
）」の
無
料
配
布
を
行
い
ま

し
た
。

　
秋
田
県
本
部
の
小
林
和
久
県
本
部
長
と
J
A
バ
ン
ク
あ
き
た
の
安
田

雄
幸
支
店
長
は
4
月
12
日
、秋
田
県
庁
を
訪
れ
、食
農
教
育
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
そ
れ
ぞ
れ
作
製
し
た
小
学
生
向
け
補
助
教
材
を
猿
田
和

三
副
知
事
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
配
布
日
は
、
提
供
前
か
ら
の

告
知
の
反
響
が
み
ら
れ
、
通
常

時
よ
り
も
献
血
予
約
者
も
多
く
、

2
1
2
人
の
方
が
献
血
さ
れ
ま

し
た
。提
供
し
た「
博
多
な
す
」

を
見
て
、
献
血
ル
ー
ム
の
職
員

の
方
か
ら
も「
立
派
な
ナ
ス
で

す
ね
」と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
博
多
な
す
」は
、
春
か
ら
初

　
秋
田
県
本
部
は
、
平
成
18
年

度
か
ら
小
学
生
向
け
の
食
農
教

材
を
作
製
し
、
県
内
の
小
学
5

年
生
に
贈
っ
て
い
ま
す
。

　
17
年
目
と
な
る
今
年
度
の
下

敷
き
に
は
、
米
づ
く
り
の
学
習

で
活
用
で
き
る
よ
う「
秋
田
の

お
米
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」と
、

お
米
の
生
産
量
な
ど
を
紹
介
し

た「
秋
田
県
の
農
業
」を
掲
載
し
、

夏
に
か
け
て
出
荷
最
盛
期
を
迎

え
ま
す
。
ナ
ス
に
は
ナ
ス
ニ
ン

と
い
う
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
カ

リ
ウ
ム
な
ど
が
含
ま
れ
機
能
性

も
注
目
さ
れ
る
野
菜
で
す
。毎
月

17
日
の「
国
産
な
す
消
費
拡
大

の
日
」や
4
月
17
日
の「
な
す
び

記
念
日
」を
軸
と
し
て
継
続
的
な

P
R
を
続
け
、「
博
多
な
す
」の

認
知
を
さ
ら
に
高
め
、
多
く
の

消
費
者
の
方
に
食
べ
て
い
た
だ

き
、
健
康
な
食
生
活
の
提
案
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新
た
に
教
職
員
の
要
望
を
も
と

に
秋
田
米
新
品
種「
サ
キ
ホ
コ

レ
」の
名
前
に
込
め
ら
れ
た
思
い

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

日
本
の
食
料
自
給
率
や
食
品
ロ

ス
の
問
題
な
ど
に
触
れ
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
の

食
生
活
で
実
践
で
き
る
事
例
を

「
S
D
G
s
」と
関
連
づ
け
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

目
録
を
受
け

取
っ
た
猿
田
副

知
事
は「
子
ど
も

た
ち
に
は
環
境

問
題
や
食
の
問

題
に
関
心
を
持

ち
、将
来
的
に
は

秋
田
県
が
農
業

で
世
界
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
く

れ
る
と
期
待
し

て
い
る
」と
話
し

ま
し
た
。

「
博
多
な
す
」を
受
け
取
る
献
血
者

福
岡
市
の
献
血
ル
ー
ム

秋田県本部の小林県本部長（左）、秋田県の猿田副知事（中央）、
ＪＡバンクあきたの安田支店長
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News!

News!

「モ～一杯」牛乳飲んで、富山の酪農を応援

「がんばろう！ちば JAマルシェ」を開催

関係機関と連携し、富山県産牛乳の消費推進運動を実施

２年ぶりとなる対面イベントで千葉県産をPR・販売

富山県本部

千葉県本部

　
富
山
県
本
部
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
生

乳
の
業
務
用
需
要
な
ど
の
落
ち
込
み
が
続
く
な
か
、生
乳
生
産
量
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
春
の
需
要
を
支
え
る
た
め
、県
や
関
係
機
関
と
連
携

し
、富
山
県
産
牛
乳
の
消
費
推
進
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
千
葉
県
本
部
は
3
月
26
日
、県
内
の
商
業
施
設
で
千
葉
県
の
農
家
・

生
産
者
を
応
援
す
る
た
め
、安
全
・
安
心
、み
ず
み
ず
し
く
て
新
鮮
な

千
葉
県
産
農
畜
産
物（
青
果
物
、花
き
、米
、落
花
生
な
ど
）と
加
工
品

の
P
R
・
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
消
費
推
進
運
動
で
は
、
職
員

が「
モ
〜
一
杯
!
」と
牛
乳
を
飲

む
ほ
か
、
消
費
拡
大
の
輪
を
広

げ
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

富
山
県
牛
乳
普
及
協
会
と
連
携

し
、
牛
乳
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を

県
本
部
の
レ
シ
ピ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
「
が
ん
ば
ろ
う
!
ち
ば 

J
A

マ
ル
シ
ェ
」は
、J
A
グ
ル
ー
プ

千
葉（
J
A
千
葉
中
央
会
、J
A

共
済
連
千
葉
、J
A
千
葉
厚
生

連
、農
林
中
央
金
庫
千
葉
支
店
、

J
A
全
農
ち
ば
）が
一
体
と
な
っ

て
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。千

葉
県
本
部
に
よ
る
物
販
を
は
じ

め
、J
A
き
み
つ
味
楽
囲
さ
だ

も
と
店
に
よ
る
地
元
青
果
物
な

ど
の
出
展
・
販
売
や
、J
A
か

と
り
に
よ
る
焼
き
芋
販
売
の
ほ

　

レ
シ
ピ
を
考
案
し
た
料
理

研
究
家
の
山
崎
亮
子
先
生

（ATELIER table

代
表
）か
ら

は
、「
牛
乳
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
貴
重
な
食
材
。
富
山
の

特
産
品
な
ど
も
使
用
し
た
今
回

の
レ
シ
ピ
で
、
多
く
の
方
に
牛

乳
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

み
な
さ
ん
の
食
卓
が
地
元
富
山

の
食
材
で
に
ぎ
わ
う
と
う
れ
し

い
で
す
」と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、県
本
部
直
営
店「
和
風

焼
肉　
富
山
育
ち
」で
は
、4
月

末
ま
で
の
期
間
限
定
で
県
産
牛

乳
を
使
用
し
た
杏あ
ん

仁に
ん

豆
腐
を
提

供
し
ま
し
た
。

　
酪
農
家
が
生
産
し
た
貴
重
な

生
乳
を
無
駄
に

し
な
い
た
め
に

も
、富
山
県
本
部

で
は
引
き
続
き

消
費
推
進
運
動

に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

か
、
県
産
農
畜
産
物
を
使
用
し

た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
房
総
ポ
ー

ク
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
で
販
売
し
ま
し
た
。

ま
た
、
千
葉
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
チ
ー
バ
く
ん

も
駆
け
付
け
て
行
わ
れ
た
写
真

撮
影
会
も
大
好
評
で
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
J
A
グ
ル
ー
プ

千
葉
の
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
活

動
資
料
の
配
布
や
パ
ネ
ル
展
示

な
ど
に
よ
る
各
連
合
会
の
事
業

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

明
け
て
最
初
の
週
末
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
多
く
の
お
客
さ
ま

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

「
モ
～
一
杯
！
」と
牛
乳
を
飲
む

富
山
県
本
部
職
員

楽
し
み
な
が
ら
旬
な
青
果
物
を

吟
味
す
る
来
場
者

全
国
上
位
の
品
目
数
の
多
さ
に

興
味
津
々
な
様
子

牛乳レシピの
ＵＲＬはこちら
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News!

News!

「耳にもおいしいラジオ supported by ＪＡ全農」配信開始

飛騨牛繁殖研修センターから初の卒業生

音声配信で国産農畜産物の特徴や魅力をアピール

繁殖農家としての第一歩を踏み出す

広報・調査部

岐阜県本部

　
全
農
は
、4
月
16
日
か
ら「
耳
に
も
お
い
し
い
ラ
ジ
オsupported 

by 

Ｊ
Ａ
全
農
」を「
Ａ
ｕ
Ｄ
ｅ
ｅ
」で
配
信
を
始
め
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
本
部
と
岐
阜
県
、岐
阜
大
学
で
構
成
す
る
飛
騨
牛
繁
殖
研
修

事
業
連
携
協
議
会
は
3
月
3
日
、飛
騨
牛
の
繁
殖
農
家
を
育
成
す
る
飛

騨
牛
繁
殖
研
修
セ
ン
タ
ー（
美
濃
加
茂
市
）で
第
1
期
生
の
修
了
式
を
行

い
ま
し
た
。2
年
間
の
研
修
を
終
え
た
3
人
は
、繁
殖
農
家
と
し
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い〝
食
〟を
テ
ー
マ
に
、人
気
声

優「
M
a
c
h
i
c
o
」さ
ん
が
、

甘
い
食
材
な
ら〝
あ
ま
〜
い
声
〟

で
、お
肉
な
ら〝
力
強
い
声
〟で
、

野
菜
や
果
物
、お
肉
、お
米
な
ど

の
国
産
農
畜
産
物
の
特
長
や
魅

力
を
発
信
し
ま
す
。

　
1
回
目
の
テ
ー
マ
は
今
が
旬
の

「
新
玉
ね
ぎ
」で
す
。声
優
の
ス
キ

ル
を
生
か
し
、M
a
c
h
i
c
o

さ
ん
が
あ
な
た
の
耳
と
食
欲
を

刺
激
し
ま
す
。

　
「
A
u
D
e
e
」は
W
E
B
配

信
専
用
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
が
集
約
さ
れ
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　
「
飛
騨
牛
繁
殖
研
修
セ
ン

タ
ー
」は
、飛
騨
牛
の
将
来
を
担

う「
担
い
手
育
成
」と
岐
阜
県
内

の
繁
殖
牛
の
増
頭
を
目
的
と
し

て
、岐
阜
県
、岐
阜
大
学
、岐
阜

県
本
部
が
連
携
し
、2
0
1
9

年
に
岐
阜
大
学
応
用
生
物
科
学

部
附
属
美
濃
加
茂
農
場
内
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　
修
了
式
で
は
、同
協
議
会
長
の

ン
ア
プ
リ
と
W
E
B
サ
イ
ト
の

両
方
で
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
「
耳
に
も
お
い
し
い
ラ
ジ
オ

supported by 

Ｊ
Ａ
全
農
」

を
、ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

岐
阜
大
学
福
井
博
一
副
学
長
が

「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
た
。こ
れ
か
ら
も

後
輩
の
手
本
と
し
て
活
躍
し
て

ほ
し
い
」と
話
し
、研
修
生
ら
に

修
了
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。ま

た
、副
会
長
の
岐
阜
県
本
部
西
村

寿
文
県
本
部
長
は「
今
後
は
飛
騨

牛
の
繁
殖
農
家
と
し
て
生
産
拡

大
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
」と

激
励
し
ま
し
た
。

　
修
了
し
た
の
は
岡
山

直
人
さ
ん
、
大
島
芹
奈

さ
ん
、
田
中
敦
さ
ん
の

3
人
。3
人
は
そ
れ
ぞ
れ

岐
阜
市
、海
津
市
、中
津

川
市
で
、
4
月
か
ら
繁

殖
農
家
と
し
て
就
農
を

果
た
し
て
い
ま
す
。3
人

は「
持
続
的
な
経
営
を

目
指
し
、
一
歩
一
歩
着

実
に
歩
み
た
い
」と
繁
殖

農
家
と
し
て
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

「Ｍａｃｈｉｃｏ」さん

（
前
列
左
か
ら
）岡
山
さ
ん
、大
島
さ
ん
、田
中
さ
ん
、

（
後
列
左
か
ら
）岐
阜
県
の
杉
下
尚
農
政
部
次

長
、福
井
副
学
長
、西
村
県
本
部
長

「耳にもおいしいラジオ
ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ ｂｙ ＪＡ全農」

はこちらから
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―
今
ま
で
担
当
し
た
業
務
は
？

　
島
根
県
本
部
と
岩
手
県
本
部
で

は
、
J
A
と
全
農
が
一
体
と
な
っ
て

運
営
す
る
農
機
セ
ン
タ
ー
を
支
援
す

る
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。
運
営
の

改
善
を
目
指
し
、
農
機
セ
ン
タ
ー
職

員
と
同
行
推
進
、
中
古
農
機
の
広

域
流
通
、
窓
口
職
員
を
対
象
と
し
た

「
部
品
帳
の
見
方
研
修
」な
ど
を
行
い

本
部（
当
時
）、
西
日
本
広
域
部
品
セ

ン
タ
ー
、岩
手
県
本
部
、本
所
と
、ず
っ

と
農
機
事
業
に
携
わ
って
い
ま
す
。

―
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
2
0
1
2
年
に
入
会
し
、
島
根
県

ま
し
た
。

　
西
日
本
広
域
部
品
セ
ン
タ
ー
で
は

部
品
の
受
発
注
、
問
い
合
わ
せ
対
応

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
生
産

者
の
農
作
業
の
手
を
止
め
な
い
た
め

に
は
、
修
理
に
必
要
な
部
品
を
速
や

か
に
農
機
セ
ン
タ
ー
に
届
け
る
必
要

が
あ
り
、
広
域
部
品
セ
ン
タ
ー
は
農

機
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

―
2
0
1
8
年
か
ら
配
属
さ
れ

た
本
所
農
機
事
業
改
革
推
進
室（
当

時
）で
は
？

　
農
機
担
当
者
の
経
験
年
数
に
応
じ

た
ス
キ
ル
向
上
を
目
的
と
し
て

「
J
A
グ
ル
ー
プ
農
業
機
械
検
定
」の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
J
A
の
農
機

担
当
者
が
現
場
で
生
産
者
か
ら
の
依

頼
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
２
級
で
は
、

納
品
試
運
転
に
必
要
な
知
識
・
技

術
と
日
常
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
１
級
で

は
、
修
理
技
術
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

私
は
検
定
の
事
務
局
か
ら
技
術
指
導

ま
で
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
動
画

も
作
成
し
ま
し
た
。
農
作
業
は
天
候

な
ど
で「
今
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
農
機
が
動
か
な
い

と
困
り
ま
す
が
、
自
分
で
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
し
て
い
る
こ
と
で
防
げ
る
ト
ラ
ブ

ル
も
あ
り
ま
す
。
動
画
で
は
発
生
し

や
す
い
事
例
を
中
心
に
紹
介
し
て
い

ま
す
。
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
こ

と
で
機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

げ
て
作
業
が
は
か
ど
り
ま
す
し
、
何

よ
り
、
修
理
費
用
の
低
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　
一
体
運
営
の
組
成
も
担
当
し
、

直
近
で
は
福
島
県
で
一
体
運
営
の
立

ち
上
げ
に
携
わ
り
ま
し
た
。
最
近
で

は
、
大
型
化
し
て
い
る
農
機
の
修
理

整
備
に
対
応
で
き
る
重
整
備
セ
ン

タ
ー
設
置
の
業
務
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
は
？

　
実
際
に
生
産
者
と
接
す
る
の
は

J
A
の
農
機
担
当
者
で
す
。
最
前
線

の
み
な
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

が
最
終
的
に
生
産
者
の
支
援
に
つ
な

が
り
ま
す
。
農
機
の
コ
ス
ト
低
減
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
生
産
者
に
有
益

な
提
案
を
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
本
所
農

業
機
械
課
で
メ
ー
カ
ー
の
窓
口
対
応

と
共
同
購
入
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

な
く
て
は
な
ら
な
い
全
農
と
言
わ
れ

る
よ
う
、
農
機
事
業
を
通
じ
て
J
A

や
生
産
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
追
う
（7）

　全
農
グ
ル
ー
プ
に
は
専
門
的
な
業
務
に
従
事
し
て
い
る
職
員
が
い
ま
す
。
今
回
は
、
本
所
耕
種
資
材
部

農
業
機
械
課
の
戎
谷
啓
さ
ん
に
迫
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 【
広
報
・
調
査
部
】

農
機
事
業
を
通
じ
て

J
A
や
生
産
者
を
サ
ポ
ー
ト

本
所
耕
種
資
材
部
農
業
機
械
課

　戎
谷
啓
さ
ん

え
び
す
た
に
あ
き
ら

JAグループ農業機械
検定の実技講習で技
術指導する戎谷さん

セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

動
画
は
こ
ち
ら
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　㈱
米
心
石
川
は
2
0
0
7
年
に
県
内
三
つ
の
米
穀
卸

会
社
と
一
つ
の
炊
飯
会
社
が
統
合
し
、創
業
さ
れ
ま
し

た
。現
在
は
米
穀
事
業
、炊
飯
事
業
、商
事
事
業
の
三
つ
を

柱
と
し
て
、多
く
の
食
卓
に
笑
顔
を
届
け
て
い
ま
す
。

【
広
報
・
調
査
部
】

〒920-0364  石川県金沢市松島1丁目1番地

2007年7月
代表取締役社長　寺田 吉浩
200人（うちパート100人）

件名に「グループ会社探訪プレゼント」、本文に郵便番号、
住所、氏名、年齢、所属JA、電話番号、JA全農ウィークリー
の感想をご記入の上、メールにてご応募ください。

zz_zk_zennohweekly@zennoh.or.jp

令和4年5月13日（金）23時59分

https://beishin-i.co.jp/

会社の概要 （令和4年3月31日現在）

本社所在地
事業内容

設立年月
代表者
従業員数

株
式
会
社
米
心
石
川

全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪

「生産者と消費者のかけはし」
 として次の１０年に向けて

代表取締役社長 寺田 吉浩 氏

パックご飯「ふっくら石川県産ひゃくまん穀」
180グラム×36パックを5名様にプレゼントします。

応募方法

応募先
締め切り

※応募者多数の場合は抽選で当選者を決定いたします。また、当選の発表
　はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
※いただいた個人情報は、プレゼントの発送にのみ使用いたします。

を「
マ
イ
ハ
ー
ト
」ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
と

し
て
、地
域
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
す

る
と
と
も
に
、炊
飯・加
工
を
通
し
て

お
米
の
消
費
拡
大
に
努
め
て
い
ま

す
。田
ん
ぼ
の
笑
顔
と
食
卓
の
笑
顔

を
つ
な
げ
た
い
。こ
れ
が「
つ
く
る
」と

「
た
べ
る
」の
間
に
存
在
す
る
米
心
石

川
の
思
い
で
す
。

　精
米
と
炊
飯
の
工
場
と
も
に
国
際

的
な
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の「
F
S
S
C
2
2
0
0
0
」を

取
得
、衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
実
践
し
て
い
ま
す
。

　精
米
工
場
で
は
、精
米
を
ア
ル
ミ
製

の
タ
ン
ク
に
貯
蔵
し
、ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ヤ
ー
な
ど
を
使
わ
ず
に
タ
ン
ク
ご
と

搬
送
す
る「
多
用
途
搬
送
シ
ス
テ
ム
」

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　商
事
事
業
で
は
、パ
ッ
ク
ご
飯・乾

麺・食
用
油・小
麦
粉
な
ど
の
卸
売
り

や
、自
社
で
製
粉
し
た
米
粉
な
ど
幅

広
い
商
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　会
社
理
念
は「
地
元
の
農
家
が
育

て
た
お
米
を
中
心
と
す
る
農
産
物
を

真
心
込
め
て
安
全
安
心
な
食
品
と
し

て
地
元
の
消
費
者
の
皆
さ
ま
に
安
定

的
に
お
届
け
す
る
こ
と
」。農
家
の
愛

情
を
いっ
ぱ
い
に
受
け
て
実
っ
た
お
米

を
導
入
。移
動
な
ど
に
よ
る
精
米
の

品
質
低
下
や
異
物
混
入
を
防
い
で
い

ま
す
。品
質
保
証
済
み
の
玄
米
を

J
A
か
ら
仕
入
れ
低
温
倉
庫
で
保

管
、衛
生
管
理
の
維
持
徹
底
、品
質

管
理
検
査
の
実
施
な
ど
、一
年
を
通

じ
て
お
い
し
い
ご
飯
を
提
供
す
る
た

め
、よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
品
質
の
安

定
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　米
穀
事
業
で
は
、お
米
の
魅
力
の

再
発
見
、そ
し
て
ニッ
チ
商
品
の
販
売

な
ど
を
通
し
て
、石
川
県
内
は
も
ち

ろ
ん
、県
外
への
進
出
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。最
近
で
は
ネ
ッ
ト
シ
ョッ

プ
で
の
販
売
を
強
化
し
始
め
て
い
ま

す
。炊
飯
事
業
で
は
、既
存
の
日
配
商

品
は
需
要
に
応
じ
た
改
廃
と
新
商
品

開
発
を
継
続
強
化
し
て
い
き
、さ
ら

に
は
お
に
ぎ
り
、ラ
イ
ス
ピ
ザ
、大
福

な
ど
の
冷
凍
商
品
の
研
究・開
発・販

売
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

　米
心
石
川
は
世
の
中
の
変
化
に
対

し
て
、柔
軟
に
適
応
し
、同
社
自
身
も

変
革
し
続
け
る
こ
と
で
、成
長
し
続

け
る
会
社
を
目
指
し
、そ
う
す
る
こ

と
で
地
域
の
農
業
や
農
家
さ
ん
、食

卓
の
笑
顔
を
守
り
続
け
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。そ
の
実
現
の
た
め
に

は
、や
は
り「
人
」が
肝
心
で
す
。企
業

を
構
成
す
る「
人
」こ
そ
企
業
そ
の
も

の
で
あ
り
、人
の
意
欲・能
力・行
動
が

変
わ
っ
て
初
め
て
企
業
は
変
わ
り
ま

す
。社
員
一
人
一
人
の
成
長
、ひ
い
て

は
企
業
の
変
革・成
長
へ
と
つ
な
が
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
継
続・強
化
し

て
い
き
ま
す
。

IH炊飯システムで洗米から浸漬・炊飯・蒸らしまで
オートメーション化

●米穀事業（玄米の集荷・販売、精米の製造販売）
●炊飯事業（ご飯・おにぎり・すしなどの製造販売）
●商事事業（乾麺・食用油・小麦粉・パックご飯・
米粉などの販売）

　精米および炊飯商品の製造販売を主
たる事業とするわが社は、減少する精米
消費、装置産業としての投資の重要性を
鑑み、令和４年度からの３か年計画にお
いて次の３点に取り組みます。
　第１は投資に耐えうる財務基盤の強化
として１億円以上の経常利益の確保。第
２は社員の育成で、教育制度の拡充、賞
与・有給取得率の向上など待遇改善、業
務改善活動やテーマ別委員会の運営に
より職場の活性化をすすめます。第３は新
たなジャンルの商品開発、中長期の米消
費を見据えた精米センターなどへの投
資、増加していく転作作物の加工など、ポ
スト３か年に向けての検討・芽出しです。こ
れらの取り組みにより「生産者と消費者
のかけはし」として次の１０年に向かってい
きたいと考えています。

田
ん
ぼ
の
笑
顔
と
食
卓
の
笑
顔
を
つ
な
げ
た
い
。

精
米・炊
飯・加
工
を
通
し
て
お
米
の
消
費
拡
大
に
努
め
る

　米
穀
事
業
は
、石
川
県
内
で
生
産

さ
れ
た
お
米
を
主
力
商
品
と
し
て
、

県
内
を
中
心
に
事
業
を
拡
大
。一
般

家
庭
用
精
米
商
品
は
県
内
で
ト
ッ
プ

シェア
を
誇
り
、身
近
な
コ
ン
ビ
ニ
や
外

食
店
な
ど
に
も
精
米・玄
米
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　炊
飯
事
業
で
は
、自
社
精
米
工
場

で
精
米
し
た
お
米
を
使
用
。品
種
の

違
い
や
顧
客
の
要
望
に
応
じ
て
、釜
ご

と
に
加
熱
時
間
や
加
熱
量
を
細
か
く

I
H
炊
飯
シ
ス
テ
ム
に
指
示
す
る
こ

と
で
、常
に
ふっ
く
ら
と
お
い
し
い
ご
飯

を
提
供
し
て
い
ま
す
。精
米
と
炊
飯

の
両
工
場
は
衛
生
管
理
を
徹
底
し
て

い
る
た
め
、金
沢
市
近
郊
の
小
中
学

校
向
け
学
校
給
食
の
ご
飯
の
製
造
も

担
って
い
ま
す
。ま
た
、お
に
ぎ
り・お

す
し・赤
飯・お
は
ぎ
な
ど
も
製
造
し
、

時
代
を
先
読
み
し
た
商
品
開
発
に

公式ホームぺージは
こちら

お
に
ぎ
り・お
す
し・赤
飯・お
は
ぎ
な
ど
も

製
造

「
惣
菜・べ
ん
と
う
グ
ラ
ン
プ
ル
2
0
2
2
」

で
金
賞
を
受
賞「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
お
に
ぎ
り
」

2017年秋にデビューした
石川県の新品種「ひゃくまん穀」

事
業
の
柱
は
米
穀
・
炊
飯
・
商
事

最
新
鋭
の
機
械
も
導
入
し
、

安
心
安
全
な
ご
飯
を
提
供

販
路
拡
大
と
新
商
品
の

開
発
目
指
し
チ
ャ
レ
ン
ジ

べ
い 

し
ん 

い
し
か
わ
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米
心
石
川
は
2
0
0
7
年
に
県
内
三
つ
の
米
穀
卸

会
社
と
一
つ
の
炊
飯
会
社
が
統
合
し
、創
業
さ
れ
ま
し

た
。現
在
は
米
穀
事
業
、炊
飯
事
業
、商
事
事
業
の
三
つ
を

柱
と
し
て
、多
く
の
食
卓
に
笑
顔
を
届
け
て
い
ま
す
。

【
広
報
・
調
査
部
】

〒920-0364  石川県金沢市松島1丁目1番地

2007年7月
代表取締役社長　寺田 吉浩
200人（うちパート100人）

件名に「グループ会社探訪プレゼント」、本文に郵便番号、
住所、氏名、年齢、所属JA、電話番号、JA全農ウィークリー
の感想をご記入の上、メールにてご応募ください。

zz_zk_zennohweekly@zennoh.or.jp

令和4年5月13日（金）23時59分

https://beishin-i.co.jp/

会社の概要 （令和4年3月31日現在）

本社所在地
事業内容

設立年月
代表者
従業員数

株
式
会
社
米
心
石
川

全
農
グ
ル
ー
プ

会
社
探
訪

「生産者と消費者のかけはし」
 として次の１０年に向けて

代表取締役社長 寺田 吉浩 氏

パックご飯「ふっくら石川県産ひゃくまん穀」
180グラム×36パックを5名様にプレゼントします。

応募方法

応募先
締め切り

※応募者多数の場合は抽選で当選者を決定いたします。また、当選の発表
　はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
※いただいた個人情報は、プレゼントの発送にのみ使用いたします。

を「
マ
イ
ハ
ー
ト
」ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
と

し
て
、地
域
の
皆
さ
ま
に
お
届
け
す

る
と
と
も
に
、炊
飯・加
工
を
通
し
て

お
米
の
消
費
拡
大
に
努
め
て
い
ま

す
。田
ん
ぼ
の
笑
顔
と
食
卓
の
笑
顔

を
つ
な
げ
た
い
。こ
れ
が「
つ
く
る
」と

「
た
べ
る
」の
間
に
存
在
す
る
米
心
石

川
の
思
い
で
す
。

　精
米
と
炊
飯
の
工
場
と
も
に
国
際

的
な
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の「
F
S
S
C
2
2
0
0
0
」を

取
得
、衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
実
践
し
て
い
ま
す
。

　精
米
工
場
で
は
、精
米
を
ア
ル
ミ
製

の
タ
ン
ク
に
貯
蔵
し
、ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ヤ
ー
な
ど
を
使
わ
ず
に
タ
ン
ク
ご
と

搬
送
す
る「
多
用
途
搬
送
シ
ス
テ
ム
」

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　商
事
事
業
で
は
、パ
ッ
ク
ご
飯・乾

麺・食
用
油・小
麦
粉
な
ど
の
卸
売
り

や
、自
社
で
製
粉
し
た
米
粉
な
ど
幅

広
い
商
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　会
社
理
念
は「
地
元
の
農
家
が
育

て
た
お
米
を
中
心
と
す
る
農
産
物
を

真
心
込
め
て
安
全
安
心
な
食
品
と
し

て
地
元
の
消
費
者
の
皆
さ
ま
に
安
定

的
に
お
届
け
す
る
こ
と
」。農
家
の
愛

情
を
いっ
ぱ
い
に
受
け
て
実
っ
た
お
米

を
導
入
。移
動
な
ど
に
よ
る
精
米
の

品
質
低
下
や
異
物
混
入
を
防
い
で
い

ま
す
。品
質
保
証
済
み
の
玄
米
を

J
A
か
ら
仕
入
れ
低
温
倉
庫
で
保

管
、衛
生
管
理
の
維
持
徹
底
、品
質

管
理
検
査
の
実
施
な
ど
、一
年
を
通

じ
て
お
い
し
い
ご
飯
を
提
供
す
る
た

め
、よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
品
質
の
安

定
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　米
穀
事
業
で
は
、お
米
の
魅
力
の

再
発
見
、そ
し
て
ニッ
チ
商
品
の
販
売

な
ど
を
通
し
て
、石
川
県
内
は
も
ち

ろ
ん
、県
外
への
進
出
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。最
近
で
は
ネ
ッ
ト
シ
ョッ

プ
で
の
販
売
を
強
化
し
始
め
て
い
ま

す
。炊
飯
事
業
で
は
、既
存
の
日
配
商

品
は
需
要
に
応
じ
た
改
廃
と
新
商
品

開
発
を
継
続
強
化
し
て
い
き
、さ
ら

に
は
お
に
ぎ
り
、ラ
イ
ス
ピ
ザ
、大
福

な
ど
の
冷
凍
商
品
の
研
究・開
発・販

売
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

　米
心
石
川
は
世
の
中
の
変
化
に
対

し
て
、柔
軟
に
適
応
し
、同
社
自
身
も

変
革
し
続
け
る
こ
と
で
、成
長
し
続

け
る
会
社
を
目
指
し
、そ
う
す
る
こ

と
で
地
域
の
農
業
や
農
家
さ
ん
、食

卓
の
笑
顔
を
守
り
続
け
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。そ
の
実
現
の
た
め
に

は
、や
は
り「
人
」が
肝
心
で
す
。企
業

を
構
成
す
る「
人
」こ
そ
企
業
そ
の
も

の
で
あ
り
、人
の
意
欲・能
力・行
動
が

変
わ
っ
て
初
め
て
企
業
は
変
わ
り
ま

す
。社
員
一
人
一
人
の
成
長
、ひ
い
て

は
企
業
の
変
革・成
長
へ
と
つ
な
が
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
継
続・強
化
し

て
い
き
ま
す
。

IH炊飯システムで洗米から浸漬・炊飯・蒸らしまで
オートメーション化

●米穀事業（玄米の集荷・販売、精米の製造販売）
●炊飯事業（ご飯・おにぎり・すしなどの製造販売）
●商事事業（乾麺・食用油・小麦粉・パックご飯・
米粉などの販売）

　精米および炊飯商品の製造販売を主
たる事業とするわが社は、減少する精米
消費、装置産業としての投資の重要性を
鑑み、令和４年度からの３か年計画にお
いて次の３点に取り組みます。
　第１は投資に耐えうる財務基盤の強化
として１億円以上の経常利益の確保。第
２は社員の育成で、教育制度の拡充、賞
与・有給取得率の向上など待遇改善、業
務改善活動やテーマ別委員会の運営に
より職場の活性化をすすめます。第３は新
たなジャンルの商品開発、中長期の米消
費を見据えた精米センターなどへの投
資、増加していく転作作物の加工など、ポ
スト３か年に向けての検討・芽出しです。こ
れらの取り組みにより「生産者と消費者
のかけはし」として次の１０年に向かってい
きたいと考えています。

田
ん
ぼ
の
笑
顔
と
食
卓
の
笑
顔
を
つ
な
げ
た
い
。

精
米・炊
飯・加
工
を
通
し
て
お
米
の
消
費
拡
大
に
努
め
る

　米
穀
事
業
は
、石
川
県
内
で
生
産

さ
れ
た
お
米
を
主
力
商
品
と
し
て
、

県
内
を
中
心
に
事
業
を
拡
大
。一
般

家
庭
用
精
米
商
品
は
県
内
で
ト
ッ
プ

シェア
を
誇
り
、身
近
な
コ
ン
ビ
ニ
や
外

食
店
な
ど
に
も
精
米・玄
米
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　炊
飯
事
業
で
は
、自
社
精
米
工
場

で
精
米
し
た
お
米
を
使
用
。品
種
の

違
い
や
顧
客
の
要
望
に
応
じ
て
、釜
ご

と
に
加
熱
時
間
や
加
熱
量
を
細
か
く

I
H
炊
飯
シ
ス
テ
ム
に
指
示
す
る
こ

と
で
、常
に
ふっ
く
ら
と
お
い
し
い
ご
飯

を
提
供
し
て
い
ま
す
。精
米
と
炊
飯

の
両
工
場
は
衛
生
管
理
を
徹
底
し
て

い
る
た
め
、金
沢
市
近
郊
の
小
中
学

校
向
け
学
校
給
食
の
ご
飯
の
製
造
も

担
って
い
ま
す
。ま
た
、お
に
ぎ
り・お

す
し・赤
飯・お
は
ぎ
な
ど
も
製
造
し
、

時
代
を
先
読
み
し
た
商
品
開
発
に

公式ホームぺージは
こちら

お
に
ぎ
り・お
す
し・赤
飯・お
は
ぎ
な
ど
も

製
造

「
惣
菜・べ
ん
と
う
グ
ラ
ン
プ
ル
2
0
2
2
」

で
金
賞
を
受
賞「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
お
に
ぎ
り
」

2017年秋にデビューした
石川県の新品種「ひゃくまん穀」

事
業
の
柱
は
米
穀
・
炊
飯
・
商
事

最
新
鋭
の
機
械
も
導
入
し
、

安
心
安
全
な
ご
飯
を
提
供

販
路
拡
大
と
新
商
品
の

開
発
目
指
し
チ
ャ
レ
ン
ジ

べ
い 

し
ん 

い
し
か
わ
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JA尾鈴  ネットショップ

　宮崎県のJA尾鈴管内で育ったスイートコーンは、5月下
旬に収穫の最盛期を迎えます。スイートコーンは、太陽が
昇って温度が高くなると実に蓄えた糖分が失われ、甘さが
減少してしまいます。そのため夜明け前に収穫し、その日の
うちに真空予冷にかけることで鮮度を保ったままお届けし
ています。
　粒の色がすべて黄色い「ゴールドラッシュ」は、粒皮がや
わらかくフルーツのような甘さが特徴のスイートコーンで
す。朝採りのフレッシュなうまみをご堪能ください。

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農のインターネットショッピングモール

休刊のお知らせ
5月9日号、16日号は休刊いたします。
次は5月23日号です。

※5月23日頃から順次発送予定です。

JA尾鈴産 ゴールドラッシュ 10本入り
……3000円（税込み）

「八丈フルーツレモン」新発売

優勝選手に三重県産コシヒカリを贈呈

　全農は、合同酒精㈱と「NIPPON PREMIUM×ニッポンエール 八丈フ
ルーツレモン（チューハイ）」を共同開発しました。合同酒精で製造し、４月
28日に発売しました。　　　　　　　　　　　　　　　  【営業開発部】

　三重県本部は、ＪＡＰＡＮゴルフツアー開幕戦「東建ホームメイトカップ2022」で優勝した香妻
陣一朗選手に、副賞の三重県産コシヒカリ10俵（600㌔）を贈りました。大会最終日の表彰式で、
谷口俊二運営委員会会長が目録に代えて米俵を香妻選手に手渡しました。　　   【三重県本部】

　「八丈フルーツレモン」は、温暖で「常春の島」とも呼ばれ
る東京都八丈島で、ビニールハウスで温室栽培されていま
す。木になったまま完熟させることによって、酸味がおだや
かで、甘みと酸味のバランスがよいレモンに育ちます。この
商品は、JA八丈島協力のもと、果皮表面の傷などによって
青果として市場流通に適さない八丈フルーツレモンを

加工用として使用することで、生産者の所得安定につなげ
たいという思いで開発しました。
　八丈フルーツレモンの果汁を使用、アルコール度数を
３％とし、人工甘味料不使用で仕上げました。八丈フルー
ツレモン特有のまろやかな酸味と甘酸っぱい風味を生か
しました。

　三重県本部からの県産米贈呈は16回目。全国から注目される大会で、会
場やメディアを通じて県産米を広くＰＲし、認知度向上と消費拡大につなげ
ます。
　第29回の今大会は昨年に引き続き無観客で実施。３月31日から４月３日
にかけて、三重県桑名市の東建多度カントリークラブ・名古屋で予選・決勝
ラウンドが行われ、トッププロら１３２選手が出場しました。

NIPPON PREMIUM×ニッポンエール パ
ッ
ケ
ー
ジ
は「
日
本
の
景
色
を
伝
え
る
」を

テ
ー
マ
に
市
松
模
様
と
日
本
地
図
を
あ
し
ら

い
、日
本
ら
し
さ
と
プ
レ
ミ
ア
ム
感
を
演
出

香
妻
選
手
に
米
俵
を
手
渡
す
谷
口
会
長

会
場
に
掲
出
さ
れ
た
副
賞
看
板

合同酒精と共同開発

県産米を広くＰＲし、認知度向上と消費拡大につなげる

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
農業に携わる人たちの想いや、今後の未来にフォーカスします！
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